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摩擦圧接法を用いて接合することで溶接困難な鋳鉄と異種材料 

との接合が可能に 

・黒鉛変形層   無し  ・チル組織の生成 無し   

・破断箇所 母材の接合が可能 

 

 自動車産業分野では省エネルギー、高性能化、軽量化の要求が厳しくなっており、特に、鋳

鉄部品の薄肉・軽量化の要求はきく、そのために鋳鉄と異種材料を接合し、複合化を図る必要

がある。 

 本方法では球状黒鉛鋳鉄と異種金属を固相接合法の中の摩擦圧接法で脆弱なチル組織が発

生しない接合方法の開発を試みた。一般に球状黒鉛鋳鉄を摩擦圧接すると摩擦力で球状黒鉛が

変形して形成される黒鉛変形層（図１）を生成して接合部中央部付近に残留し、接合強度が著

しく低下する。本方法は球状黒鉛鋳鉄と異種金属の開先形状と圧接条件を調整し摩擦圧接法で

黒鉛変形層を生成すること無しに接合する方法を開発した。 

 

 

                    

←黒鉛変形層 

 

                    図１ 黒鉛変形層 

 

 

 

自動車部品の中で鋳鉄と鋼などの異種材料を接合することにより複合化部品の製造が可能と

なる。フランジによるボルト締めがなくなるので部品の軽量化による燃費の向上、環境負荷軽

減が期待される。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


